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１ 「地域創造学」構想発表会 
  
７月 24 日（水）、１年生は「ガイドブック作成構想プラン発表会」、２･３年生は「す

みハピ！構想発表会」を行いました。１年生は５つのグループに分かれて個人毎に発表
と質疑応答の時間を設けました。それぞれが自分の興味のあるテーマを決め、模造紙に
概要を記入して説明しました。２･３年生はテーマ毎に４教室に分かれ、個人またはグル
ープで発表し合いました。発表に対する質問や意見なども活発に出されていました。今
回の構想発表会をふまえて夏休みには実地調査を行います。暑い中での活動ですが、頑
張ってほしいと思います。 

 

２ 1 日体験入学 
 
７月 29 日（月）、本校で一日体験入学を開催しました。最初に体育館で、

生徒会による学校紹介や海外派遣報告、ボランティア活動・部活動の紹介
があり、その後、各教室で体験授業が行われました。授業終了後は部活動
や研修会館を見学する時間をとりました。研修会館では住田町のスタッフ
の方々が、かき氷を振る舞って下さり、好評を博しました。非常に暑い中
でしたが、中学生の皆さんの真剣な様子が伝わってきました。 

                                    《生徒会執行部紹介》 

 

 
《体験授業：数学》           《体験授業：英語》           《体験授業：情報》 

 

令和元年８月 20 日 

（第１０９号） 

      《海外派遣報告》               《部活動紹介》           《体験授業：国語》 



３ 小規模校サミット 
７月 30 日（火）～31 日（水）に山形県西置賜郡小国町で全国高等学校小規模校サミットが行われ、

本校から１・２年生の生徒会執行部６名が参加しました。このサミットは昨年から行われており、山形
県立小国高等学校の生徒たちが実行委員を務め、企画運営に携わってくれ
ています。全国の小規模校の生徒が交流し親睦を深めると共に、各校や地
域が抱える課題について意見交換し、将来それぞれの地域で活躍する資質
や能力、協働意識を育成することを趣旨としています。 
参加校それぞれの取り組み紹介やワークショップによる生徒交流が行わ

れ、参加した本校生徒からは「四国や九州の高校生とも交流できて、とて
も有意義だった。来年も是非参加したい。」といった感想が聞かれました。
２泊３日のハードなスケジュールにもかかわらず、帰校時の参加生徒の笑
顔がこのサミットで充実した時間を過ごしたことを物語っていました。 

  

４ 有住保育園訪問演奏 

 ８月１日（木）、本校吹奏楽部４名が有住保育園を訪問し、演奏会を行いました。園児に楽器の音色を
楽しんでもらうとともに、本校吹奏楽部員にとっても演奏を発表する機会が増え、地域に根ざした活動に
取り組むことができます。「どんぐりころころ・大きな栗の木の下で」をハンドベルで演奏したり、「ア
イアイ・きらきら星・かえるのうた・さんぽ・アンパンマンのマーチ」を演奏したりしました。「エビカ
ニクス」では、園児たちと一緒に踊りながら演奏しました。かわいい園児たちと一緒に楽しい時間を過ご
すことができました。このような取り組みを今後も続けていきたいと考えています。 

 

５ 津田塾大学の学生との交流会 

８月６日（火）、津田塾大学総合政策学部の森川美絵教授と学生７名が
来校され、本校生徒との交流会が行われました。まず、本校生徒から大学
生への質問タイムが設けられ、受験のことや大学生活のこと等についてい
ろいろと教えていただきました。次に、ワークショップを行い、住田町の
魅力やインスタグラム開設について話し合い、確認し合いました。今回の
交流会では、津田塾大学生と住田高校生のコラボレーションにより住田町
の魅力をインスタグラムで発信するという企画について考えました。 
今後、実現に向け継続して取り組んでいく予定です。 
 

（文責 ： 副校長  菅野 幸貴） 


